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忙しい毎日の中でも、仏壇の前で
手を合わせるひとときは、自分を見つめ直し、
心を落ち着ける時間にもなります。

仏壇のある暮らし 読者
プレゼント

応募締切 令和７年11月30日（日）
※当選者には、こちらからお届けに伺います。

抽選で20名様に
プレゼント

同封のハガキに
ご意見・ご感想・質問など
お気軽にお寄せください。

北陸製菓株式会社の
お菓子詰め合わせ
北陸製菓株式会社の
お菓子詰め合わせ

　私たちが故人様をご自宅へ搬送し、仏間にご安置する際です
が、大切なご仏壇のご準備も合わせてさせて頂くことがよくあり
ます。そしてそのご仏壇の中をよく見てみると、打敷が常時かかっ
ていたり、仏具の配置が違っていたりと正確な荘厳をなさって
いる方は少なく感じます。ですから今回の情報を参考にして、
ご自宅のご仏壇と大切に向き合ってみてはいかがでしょうか。ま
た月参りなど、ご自宅にいらっしゃるお寺様にお尋ねしてみても
良いと思います。

編集後記

仏壇の陽明堂
〒921-8155 石川県金沢市高尾台 2丁目244 番地
TEL 076-298-2152　FAX 076-298-3556
https://youmeido.jp/
営業日：年中無休（臨時休業あり）　駐車場：店舗前 6台
営業時間：9:00 ～19:00

住所等変更をお知らせください
■ご住所・ご連絡先が変わられた会員様へ
兼六互助センターからのお願い

☎（076）242-0612
E メール： muraigrp@po.incl.ne.jp

お電話または Eメールにて受け付けております。

セレモニー会館

兼六扇が丘

☎０７６-２４８-０００５

〒921-8812
野々市市扇が丘33番19号

セレモニー会館

兼六笠舞

☎０７６-２２４-８７００

〒920-0965
金沢市笠舞３丁目４番３号

セレモニー会館

兼六城北

☎０７６-２５２-９９９９

〒920-0842
金沢市元町１丁目８番20号

セレモニー会館

兼六駅西

☎０７６-２３４-７７４４

〒920-0024
金沢市西念４丁目26番15号

セレモニー会館

兼六西泉

☎０７６-２４１-４９４９

〒921-8043
金沢市西泉４丁目85番地

セレモニー会館兼六

抽選で20名様に

北陸製菓株式会社の
お菓子
詰め合わせ

北陸製菓株式会社の
お菓子
詰め合わせ

読者プレゼント

プレゼント

※当選者には、こちらからお届けに伺います。

写真は詰め合わせ内容の一部です。
他の商品も合わせてお届けしますので楽しみにお待ちください。

　創業 40 年。何世代にも渡り長く付き合う仏壇・仏具は、
家族への想いが詰まった大切なものです。新調はもちろん、
仏具の洗い・修理、お引越しや処分まで。部品のおひとつか
ら、どんな小さなご要望もお伺いします。心をこめて、お客
様のご家族と同じ気持ちでご対応いたします。

応募締切 
令和７年 11 月 30 日（日）



花瓶

金香炉

三具足について

打敷３パターン

燭台

供花

仏壇の各名称をご紹介

打
敷
に
つ
い
て

　
打
敷
は
、
基
本
的
に
は
毎
日
使
用
す
る
も
の
で

は
な
く
、
年
忌
法
要
や
お
正
月
、
春
秋
の
お
彼
岸

や
お
盆
な
ど
の
特
別
な
行
事
の
際
に
使
用
し
ま

す
。
主
に
夏
用
と
冬
用
と
い
っ
た
形
で
季
節
別
に

作
ら
れ
て
い
る
た
め
（
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
が
異
な

る
）、
季
節
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
の
が
正
式

な
使
い
方
で
す
。

　
ま
た
、
お
悔
み
が
あ
っ
た
際
に
は
、
忌
中
（
四

十
九
日
目
）
の
期
間
中
は
打
敷
を
裏
返
す
な
ど
し

て
白
い
状
態
で
お
飾
り
す
る
慣
習
が
あ
り
ま
す
。

モ
ダ
ン
仏
壇
に
つ
い
て

　
住
宅
の
洋
室
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
従
来
の

大
型
仏
壇
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
減
っ
た
こ
と
か

ら
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
な
じ
む
デ
ザ
イ
ン
や
省
ス

ペ
ー
ス
型
の
モ
ダ
ン
仏
壇
が
支
持
を
集
め
て
い
ま

す
。
宗
派
を
問
わ
ず
自
由
に
祀
れ
る
点
も
人
気
の

理
由
で
す
。

　
従
来
の
「
金
仏
壇
」「
唐
木
仏
壇
」
な
ど
に
比
べ

て
、
デ
ザ
イ
ン
が
シ
ン
プ
ル
で
、
リ
ビ
ン
グ
や
洋

室
に
も
自
然
に
置
け
る
よ
う
、
木
目
調
や
ナ
チ
ュ

ラ
ル
カ
ラ
ー
の
素
材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

三具足 (みつぐそく ) とは花瓶（かひん）、香炉 ( こうろ )、燭台（しょくだい）が 1つのセッ
トになっている仏具のことをいいます。「献花 ( けんか )、献灯 ( けんとう )、献香 ( けんこう )」
というように、仏教において「お花を供えること、灯を灯すこと、お香を焚 ( た ) くこと」
はご本尊をお祀 ( まつ ) りする際に欠かせないものだと考えられています。

真宗大谷派（東）におけるご本尊は「阿弥陀如来」です。木像の場合は頭光の付いた立
像（東立弥陀）、掛軸の場合は上辺に六本の後光が差した立像をお祀りします。
脇侍（わきじ）は、ご本尊様の両脇に、向かって左に「九字名号」、右に「十字名号」
の掛軸をお祀りします。お寺によっては、左に「蓮如聖人」、右に「親鸞聖人」を祀る
場合もあり、ご住職に確認されることをおすすめします。
なお、宗派によってご本尊は異なります。たとえば、曹洞宗では「釈迦如来」、真言宗
では「大日如来」、日蓮宗では「題目（南無妙法蓮華経）」をお祀りするなど、それぞれ
の教えに基づいたご本尊が安置されます。ご自宅で仏壇を新しく設ける際は、菩提寺や
ご住職に相談し、宗派に合わせてお祀りの形を整えると安心です。

供花 (くげ ) とはお仏壇の中へ干菓子 (ひ
がし ) や餅 ( もち ) などの供物を供える
際に使用するお皿のような役割のもの
で、浄土真宗特有の仏具の 1つです。

花瓶はお花をお供えするための器
です。花は「生命」「仏への感謝」
「清らかな心」を象徴し、仏前を
華やかにする大切な存在です。

金香炉とは、三具足（花瓶・香炉・燭台）
の中央に置かれる香を焚くための器です。
素材に真鍮や銅などの金属を用いた香炉を
特に「金香炉」と呼びます。
仏様への供養や祈りの際に、香の煙と香り
によって場と心を清める役割を果たします。

燭台はろうそくを立てる仏具で、
仏様の前を明るく照らす「光明」
の象徴です。光は仏の智慧（ちえ）
や慈悲の光を意味し、迷いや闇を
照らす存在として重要とされてい
ます。

仏器
仏器とは、ご飯や水などをお供え
するための器です。
仏教では、食べ物や飲み物を仏様
に捧げることを「供養」といい、
命への感謝や祈りの気持ちを表す
意味があります。

和讃箱
和讃箱（わさんばこ）とは、浄土真宗で使われる仏具で、仏の教えや功徳を
たたえる歌である「和讃（わさん）」の経本を入れておくための箱です。お
仏壇の下段に置かれる「和讃卓（わさんじょく）」の上に設置され、毎日の
勤行や法要で使われます。

華鋲（けびょう）
華鋲とは、一般的な花を挿す花瓶と
は異なり、樒（しきみ）という植物
の葉を一対でお供えするための仏具
です。主に浄土真宗で用いられ、ご
本尊の前に置かれます。

輪灯
輪灯 (りんとう ) は、お仏壇の中を明る
く照らすための仏具です。
最近ではお仏壇の飾りから輪灯を省略し
てある場合も多くなりましたが、輪灯が
飾られているお仏壇はやはり華やかで立
派な印象を受けます。
この輪灯にも宗派によって正式な種類の
ものがあり、大谷派と本願寺派でも使用
する種類が異なっています。真宗大谷派
の輪灯で特に独特なのが法要時の飾り方
です。大谷派では法要などの際に輪灯の
上部へ「瓔珞 ( ようらく )」とよばれる装
飾を取りつけてお仏壇の中へ飾ります。

▲年忌法要やお正月、お彼岸、
　お盆など

▲亡くなられた日から
　四十九日までの間など

▲普段の生活では何もつけずに
　過ごす

ご本尊様

〜
ご
先
祖
を
想
い
、

　
　
　
　
心
を
整
え
る
時
間
〜

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
仏
壇
は
ご
先

祖
さ
ま
や
故
人
を
偲
び
、
日
々
の
感
謝
を
伝

え
る
大
切
な
場
所
で
す
。
忙
し
い
毎
日
の
中

で
も
、
仏
壇
の
前
で
手
を
合
わ
せ
る
ひ
と
と

き
は
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
心
を
落
ち
着

け
る
時
間
に
も
な
り
ま
す
。

　

仏
壇
は
、
単
な
る
「
祈
り
の
道
具
」
で
は

な
く
、
家
族
の
歴
史
と
絆
を
つ
な
い
で
く
れ

る
存
在
で
す
。
そ
こ
に
は
、
代
々
受
け
継
が

れ
て
き
た
想
い
や
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
を

見
守
る
あ
た
た
か
い
気
配
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

ご
本
尊
様
と
お
祀
り
の
か
た
ち

　

仏
壇
の
中
央
に
は
、
仏
さ
ま
や
ご
先
祖
さ

ま
の
お
位
牌
、
ま
た
は
掛
軸
な
ど
を
ご
安
置

し
ま
す
。
ご
家
庭
や
宗
派
に
よ
っ
て
祀
り
方

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
の

は
「
心
を
こ
め
て
手
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
で

す
。
形
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
ず
、
ご
自
身
や
ご

家
族
が
心
静
か
に
お
参
り
で
き
る
環
境
を
整

え
ま
し
ょ
う
。

　

仏
壇
の
脇
に
写
真
や
思
い
出
の
品
を
置
く

方
も
増
え
て
い
ま
す
。
ご
先
祖
を
身
近
に
感

じ
、
自
然
と
手
を
合
わ
せ
た
く
な
る
よ
う
な

空
間
づ
く
り
が
理
想
的
で
す
。

仏
壇
の
お
手
入
れ

　

仏
壇
は
年
月
と
と
も
に
、
ほ
こ
り
や
手
あ

か
、
湿
気
な
ど
で
少
し
ず
つ
汚
れ
が
た
ま
り

ま
す
。
普
段
は
柔
ら
か
い
布
で
軽
く
ほ
こ
り

を
は
ら
い
、お
供
え
物
を
新
し
く
す
る
な
ど
、

清
潔
に
保
つ
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
金
箔
の
剥
が
れ
や
木
部
の
痛
み
、

仏
具
の
く
す
み
な
ど
が
気
に
な
る
場
合
は
、

無
理
に
自
己
流
で
直
さ
ず
、
専
門
の
仏
具
店

や
仏
壇
店
に
相
談
す
る
の
が
お
す
す
め
で

す
。修
理
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
依
頼
す
れ
ば
、

美
し
さ
を
取
り
戻
す
だ
け
で
な
く
、
次
の
世

代
に
受
け
継
げ
る
形
へ
と
よ
み
が
え
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

仏
壇
と
の
こ
れ
か
ら
の
付
き
合
い
方

　

近
年
は
、
住
宅
事
情
の
変
化
か
ら
小
型
の

仏
壇
や
、
リ
ビ
ン
グ
に
も
な
じ
む
デ
ザ
イ
ン

の
も
の
も
増
え
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
大

き
さ
や
形
式
で
は
な
く
、「
想
い
を
込
め
て

お
祀
り
す
る
こ
と
」。
お
彼
岸
や
お
盆
だ
け

で
な
く
、
日
常
の
中
で
も
気
づ
い
た
と
き
に

手
を
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
小
さ
な

時
間
が
、
心
に
や
す
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
、
家

族
の
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

感
謝
の
心
で
む
か
え
る
仏
壇
の
整
理

　

長
い
年
月
、
家
族
の
中
心
に
あ
り
続
け
た

仏
壇
。

　

世
代
が
変
わ
っ
た
り
、
住
ま
い
を
移
し
た

り
す
る
中
で
、「
仏
壇
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
」と
悩
ま
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
壇
を
手
放
す
こ
と
は
、
単
な
る“

処
分”

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ご
先
祖
さ
ま
を
お
祀

り
し
て
き
た
時
間
と
想
い
に
区
切
り
を
つ
け

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、「
感
謝
の
気
持
ち
で
見
送

る
」
と
い
う
姿
勢
で
す
。

仏
壇
を
整
理
す
る
際
は
、
ま
ず
「
仏
壇
の
中

に
あ
る
も
の
」
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
ご

本
尊
の
掛
軸
や
ご
位
牌
な
ど
、
特
に
大
切
な

も
の
は
菩
提
寺
や
仏
具
店
へ
相
談
し
、
読
経

や
お
焚
き
上
げ
な
ど
、
心
を
込
め
て
お
別
れ

す
る
方
法
を
選
び
ま
す
。

　

仏
壇
本
体
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
仏
具

店
や
専
門
業
者
が
「
仏
壇
供
養
」「
仏
壇
引

き
取
り
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
後
に
丁
寧
に
お
焚
き
上
げ
や
供
養

を
行
い
、
安
心
し
て
次
の
段
階
へ
と
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
で
廃
棄
す
る
場
合
も
、
最
後
に
手
を

合
わ
せ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
心
の
中

で
お
別
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

仏
壇
と
と
も
に
暮
ら
す


